
観
智
院
本

正
字
・

『
類
緊
名
義
抄
』

と

『
龍
禽
手
鑑
』

の

異
体
字
の
記
載
の
比
較

田

村

夏

高己

日

次

一
、
は
じ
め
に

二
、
方
法

三
、
『
類
衆
名
義
抄
」
と

四
、
『
類
衆
名
義
抄
』
と

五
、
『
類
衆
名
義
抄
』
と

六
、
ま
と
め

『
龍
命
手
鑑
』
の
漢
字
字
体
の
比
較

『
龍
命
手
鑑
」
の
正
字
・
異
体
字
の
記
載
形
式
の
比
較

『
龍
命
手
鑑
』
の
異
体
字
注
記
の
種
類
の
比
較

一
、
は
じ
め
に

観
智
院
本
『
類
東
名
義
抄
』
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
書
写
さ
れ
た
漢
和
辞
書
で
あ
る
。
奥
書
に
、
仁
治
二
年
(
一
二
回
二
に
真
言
宗
の
僧

慈
念
が
書
写
し
た
も
の
を
、
建
長
三
年
こ
二
五
二
に
僧
顕
慶
が
転
写
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
現
存
本
は
こ
れ
を
さ
ら
に
転
写
し
た

も
の
で
あ
る
。
漢
字
の
字
体
に
関
し
て
は
、
多
数
の
異
体
字
を
収
録
し
て
い
る
こ
と
に
特
色
が
あ
る
。
た
だ
し
、
字
体
の
出
典
と
な
る
文
献

名
は
数
例
を
除
い
て
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
字
体
の
記
載
形
式
も
様
々
で
あ
る
。

観
知
口
院
本
『
類
取
水
名
義
抄
』
と
『
龍
命
手
鑑
』
の
正
字
・
異
体
字
の
記
載
の
比
較

一
四
五



鎌

合
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代

三五
"Ll 

研

究

一
四
六

『
龍
命
手
鑑
』
は
遼
の
統
和
十
五
年
(
九
九
七
)
に
成
立
し
た
僧
行
均
撰
の
音
義
書
で
あ
る
。
初
め
書
名
を
『
龍
岳
手
鏡
』
と
言
っ
た
が
、

十
二
世
紀
後
半
頃
宋
に
伝
え
ら
れ
て
か
ら
、
太
祖
の
祖
父
の
語
「
敬
」
と
同
音
の
「
鏡
」
を
避
け
て
『
龍
畠
手
鑑
』
と
改
め
ら
れ
た
。
観
智

院
本
『
類
緊
名
義
抄
』
よ
り
前
に
成
立
し
て
い
る
が
、
日
本
に
伝
来
し
た
時
期
は
十
五
世
紀
頃
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
『
類
緊
名
義
抄
』
の
編

者
は
使
用
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
の
が
従
来
の
説
で
あ
る
。
な
お
日
本
に
は
、
元
和
中
頃
(
一
六
二

O
年
頃
)
の
刊
と
推
定
さ
れ
て
い
る
古
活

{
子
版
が
あ
る
。

観
智
院
本
『
類
東
名
義
抄
」

が
な
さ
れ
て
い
る
。

と
『
龍
命
手
鑑
』

の
両
辞
書
の
漢
字
字
体
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘

「
『
類
緊
名
義
抄
」
に
は
玉
篇
や
切
韻
の
ご
と
き
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
辞
書
に
は
見
ら
れ
な
い
奇
体
字
が
多
量
に
収
録
さ
れ
て
い
て
一
つ
の

特
色
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
文
字
の
多
く
が
龍
金
手
鑑
に
登
載
せ
ら
れ
て
い
て
、
注
文
も
共
通
す
る
点
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
項
に

は
幾
通
り
か
の
形
式
が
見
ら
れ
る
が
そ
の
う
ち
特
徴
的
な
二
つ
の
類
型
に
つ
い
て
示
し
て
お
く
。

一
、
奇
体
字
を
数
字
連
続
し
て
掲
げ
「
谷
(
俗
の
省
体
こ
と
注
す
る
も
の
〈
用
例
略
引
則
者
注
〉

〈
?
?
「
俗
音
某
」
か
引
川
行
注
〉

二
、
奇
体
字
を
一
字
掲
げ
「
谷
某
字
」
と
注
す
る
も
の
が
、
龍
命
手
鑑
の
「
俗
某
音
」
に
対
応
す
る
も
の
〈
用
例
略
引
川
君
比
〉

こ
の
よ
う
な
類
似
は
全
部
首
に
亙
っ
て
多
量
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
両
本
に
は
直
接
の
関
係
は
考
え
難
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
拠
を

湖
る
一
種
の
資
料
の
介
在
を
予
想
さ
れ
る
に
留
ま
る
。
」

本
稿
で
は
、
十
世
紀
成
立
の
『
龍
岳
手
鑑
』
が
「
類
東
名
義
抄
』
成
立
以
前
に
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
仮
定
し
、
両
辞

書
の
比
較
を
行
っ
た
。
特
に
、
右
の
類
型
二
に
注
目
し
、
漢
字
字
体
、
正
字
・
異
体
字
の
記
載
形
式
、
異
体
字
注
記
の
種
類
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
比
較
し
た
結
果
を
示
し
、
二
辞
書
の
関
連
性
を
具
体
的
に
指
摘
し
た
い
。
こ
の
調
査
の
目
的
は
、
観
智
院
本
『
類
東
名
義
抄
』
に
記
載

さ
れ
て
い
る
正
字
・
異
体
字
の
出
血
(
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
観
智
院
本
『
類
東
名
義
抄
」

意
図
を
も
っ
て
漢
字
字
体
を
収
録
し
た
の
か
を
採
る
た
め
の
一
過
程
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

の
編
者
が
ど
の
よ
う
な
編
集



方

法

使
用
し
た
資
料
は
、
『
類
東
名
義
抄
」
は
、
正
宗
敦
夫
編
、
風
間
書
房
(
一
九
五
五
年
)
の
影
印
本
で
あ
り
、
『
龍
命
手
鑑
』
は
、
杉
本
つ
と

む
編
、
異
体
字
研
究
資
料
集
成
、
雄
山
閣
(
一
九
七
五
年
)
の
影
印
本
で
あ
る
。

調
査
は
次
の
順
に
従
っ
て
進
め
た
。

ー
、
観
智
院
本
「
類
緊
名
義
抄
」
に
記
載
さ
れ
た
正
字
・
異
体
字
の
中
で
、

[
O
*口
字
]
形
式
の
も
の
を
用
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
。

の

形
式
は
、
見
出
し
字
に
異
体
字
、
割
り
書
き
に
異
体
字
注
記
・
正
字
・
「
字
」
、
と
い
う
順
の
記
載
形
式
で
あ
る
。

O
は
異
体
字
、

-Rは
異
体
字
注

記
、
口
は
正
字
を
表
す
記
号
と
す
る
。
)

こ
の
形
式
を
取
り
上
げ
た
理
由
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
形
式
で
苦
か
れ
た
『
類
東
名
義
抄
』

の
記
載
が

『
龍
畠
手
鑑
』

ココ
U

Aν
一三日

載
と
類
似
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(
叩
)

な
お
こ
の
形
式
は
『
類
緊
名
義
抄
」
の
字
体
に
関
す
る
全
て
の
用
例
数
の
う
ち
の
約
加
%
を
占
め
る
、
最
も
多
い
形
式
で
あ
り
、

ま
た
、

正
字
・
異
体
字
が
一
対
一
の
関
係
で
簡
潔
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
類
東
名
義
抄
』

の
中
の
正
字
・
異
体
字
を
示
し

て
い
る
最
も
基
本
的
な
形
式
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。

(
用
例
は
、
影
印
本
の
コ
ピ
ー
を
示
す
。
正
字
に
口
印
、
異
体
字
に

O
印
を
付
し
、
字
体
注
記
以
外
の
注
記
は
省
略
し
:
・
で
記
す
。
)

(
例
)
「
節
」
字

⑧ 
宇

(
名
、
僧
上
四
八
・

2

「
部
」
は
俗
字
、
「
節
」
は
正
字
で
あ
る

2
、
『
類
緊
名
義
抄
」
と
『
龍
命
手
鑑
』

の
漢
字
字
体
を
比
較
す
る
。
『
類
東
名
義
抄
』
の
正
字
・
異
体
字
の
字
体
に
対
応
す
る
漢
字
字
体
が

「
龍
命
手
鑑
」
に
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
二
辞
書
の
記
載
内
容
の
関
係
を
分
類
す
る
。

観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
』
と
『
龍
命
手
鑑
』
の
正
字
・
異
体
字
の
記
載
の
比
較

一
四
七



鎌

合

!F:]' 

分
類
項
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

f~ 

語

究

四
J¥ 

(
用
例
は
、
右
に
『
龍
命
手
話
」
、
左
に
「
類
家
名
義
抄
』
を
並
べ
て
記
す
。
正
字
に
口
印
、
具
体
字
に

O
印
を
付
す
。
ま
た
「
龍
命
手
鑑
』
に
お

印
、
印
を
付
す
。

研

い
て
、
異
体
字
注
記
は
な
い
が
『
類
家
名
義
抄
』
の
正
字
・
異
体
字
に
対
応
す
る
漢
字
に
、

A

『
龍
命
手
鑑
』
に
『
類
東
名
義
抄
』
の
正
字
・
異
体
字
に
対
応
す
る
字
体
が
あ
り
、
異
体
字
注
記
の
種
類
も
一
致
す
る
も
の

(

例

)

「

札

」

字

⑧

者

(

龍

、

四

H
i
-
-
:
;「
礼
」
は
俗
字
、
「
札
」
は
正
字

⑩

思

す

(

名

、

仏

下

本

七

七

・

5
)

「
礼
」
は
俗
字
、
「
札
」
は
正
字

B

『
龍
記
手
鑑
」
に
『
類
緊
名
義
抄
」
の
正
字
・
異
体
字
に
対
応
す
る
字
体
が
あ
る
が
、
異
体
字
注
記
の
種
類
は
異
な
る
か
又
は
異
体
字

(み一点内

⑧
争

C
『
龍
金
子
鑑
』
に
『
類
緊
名
義
抄
」
の
異
体
字
に
対
応
す
る
字
体
が
あ
り
、
異
体
字
注
記
の
種
類
も
一
致
す
る
も
の

(龍、

注
記
が
な
い
も
の

(
例
)
「
況
」
字

(
龍
、
三
日
ウ

2
)

(
名
、
法
上
回
六
・

6
)

-
「
況
」
は
「
況
」
と
同
字

-
「
況
」
は
俗
字
、
「
況
」
は
正
字

ヘ

掛

司

:

・

「

俄

」

は

俗

字

民
苦
悩
写

j
i
-
-
・
「
俄
」
は
俗
字
、
「
裁
」
は
正
字

D

『
龍
命
手
鑑
」
に
『
類
東
名
義
抄
」
の
異
体
字
に
対
応
す
る
字
体
が
あ
る
が
、
異
体
字
注
記
の
種
類
は
異
な
る
か
又
は
異
体
字
注
記
が

(
例
)
「
裁
」
字

な
い
も
の

一
目
オ
3

(
名
、
仏
上
一
三
・

5
)

一切町(一一

E

『
龍
岳
手
鑑
」
に
『
類
東
名
義
抄
』
の
異
体
字
に
対
応
す
る
字
体
が
な
い
も
の

(
例
)
「
令
」
字

龍
、
四
礼
オ
叩

(
名
、
仏
中
二
六
・
7

「
吟
」
が
あ
る

「
吟
」
は
俗
字
、
「
令
」
は
正
字



(
例
)
「
雪
」
{
子

⑧品国
4
d

(
名
、
法
上
三
一
・
6
)

「
百
」
は
俗
字
、
「
雪
」
は
正
字

A
I
E
の
う
ち
、
『
類
東
名
義
抄
」
と
『
龍
岳
手
鑑
』
の
記
載
に
共
通
点
が
あ
る
も
の
は
、

A
i
D
で
あ
り
、
共
通
点
が
な
い
も
の
は
E

で
あ
る
。
二
辞
書
の
記
載
に
共
通
点
が
あ
る
も
の

(
A
、
B
、

c、
D
)
の
中
で
特
に
共
通
性
が
強
い
も
の
は
、
『
龍
畠
手
鑑
」
に
『
類
緊

の
正
字
・
異
体
字
に
対
応
す
る
字
体
が
あ
り
、
異
体
字
注
記
の
種
類
も
一
致
す
る
A
で
あ
る
。

名
義
抄
』

3
、
『
類
東
名
義
抄
」
と
「
龍
畠
手
鑑
』
の
正
字
・
異
体
字
の
記
載
形
式
を
比
較
す
る
。
『
龍
命
手
鑑
」
に
『
類
東
名
義
抄
」
の
正
字
・
異
体

字
の
字
体
に
対
応
す
る
漢
字
字
体
が
あ
り
、
異
体
字
注
記
の
種
類
も
一
致
す
る
も
の

(
A
)
を
用
例
と
す
る
。
漢
字
字
体
と
字
体
注
記
と

の
位
置
関
係
に
着
目
し
て
、
『
類
緊
名
義
抄
』
の

[
O
*口
字
]
形
式
に
対
応
す
る
『
龍
金
手
鑑
」
の
記
載
形
式
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
か
を
分
類
す
る
。

『
龍
畠
手
鑑
』
の
記
載
形
式
を
分
類
し
た
項
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

A 

a 

見
出
し
字
に
異
体
字
、
割
り
章
一
日
き
に
異
体
字
注
記
と
正
字
が
[
*
口
字
]
形
式
で
記
さ
れ
る
も
の

(

例

)

「

札

」

字

(

龍

、

四

日

オ

5

)

A 

b 

「

中

タ

#

因

子

ヘ
叫
五
因
子

見
出
し
字
に
異
体
字
、
割
り
書
き
に
異
体
字
注
記
と
正
字
が

(

例

)

「

脚

」

字

詰

持

直

(

龍

、

八

7

ウ

7
)

昨

季

(

名

、

法

上

八

六

・

7

)

見
出
し
字
に
異
体
字
、
割
り
書
き
に
異
体
字
注
記
と
正
字
が

(
名
、
仏
下
本
七
七
・
5
)

[
女
音
口
]
形
式
で
記
さ
れ
る
も
の

A 

C 

[
*
・
:
正
作
口
]
形
式
で
記
さ
れ
る
も
の

観
智
院
本
「
類
衆
名
義
抄
』
と
『
龍
命
手
鑑
』
の
正
字
・
異
体
字
の
記
載
の
比
較

四
九



「
川
町
1

・・・

z
曲

面
町
ゴ
土
砂
す
・

見
出
し
字
に
正
字
、
同
行
に
異
体
字
、
割
り
書
き
に
[
*
]
と
異
体
字
注
記
が
記
さ
れ
る
も
の

(

例

)

「

信

」

字

(

龍

、

鎌

合

時

代

(
例
)
「
自
」
字

A 

d 

A 

e 

そ
の
他(

例
)
「
者
」
字

三五
日正3

研

究

一五

O

(
龍
、
五
叫
ウ
7

(
名
、
僧
下
五
七
・
6
)

一
泊
オ

4
)

(
名
、
仏
上
二
・
4
)

(
龍
、
四
叩
ウ
2

(
名
、
仏
中
五
一
・

7
)

A

a
の
形
式
は
、
『
類
東
名
義
抄
」
と
『
龍
畠
手
鑑
』
の
記
載
形
式
が
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

A
l
b
の
形
式
は
、
先
行
研
究
に
お
い

圏

i
@白

文

⑥
事
争

@基金
酔

て
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

4
、
『
類
緊
名
義
抄
」
と
『
龍
畠
手
鑑
」
の
異
体
字
注
記
の
種
類
を
比
較
す
る
。
『
類
東
名
義
抄
」
の
異
体
字
に
対
応
す
る
字
体
が
『
龍
畠
手

鑑
」
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の

(
A
1
D
)
を
用
例
と
す
る
。
「
龍
記
手
鑑
」
の
字
体
に
字
体
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
字
体
注

記
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は
「
類
東
名
義
抄
」
と
『
龍
詣
手
鑑
』
の
字
体
注
記
の
種
類
が
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
に
よ
っ
て
分
類

を
行
う
。

『
類
東
名
義
抄
』
の
異
体
字
注
記
に
対
応
す
る
『
龍
畠
手
鑑
」
の
字
体
注
記
の
種
類
を
分
類
し
た
項
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

I

『
類
東
名
義
抄
』

の
異
体
字
に
対
応
す
る
『
龍
畠
手
鑑
』
の
字
体
に
字
体
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の



①
『
龍
命
手
鑑
』
の
字
体
注
記
の
種
類
が
『
類
東
名
義
抄
」
と
共
通
す
る
も
の

(

例

)

「

信

」

字

(

龍

、

一

却

オ

4
)

固
い
⑩
判

⑥
草
川
ye

②
「
龍
晶
子
鑑
』
の
字
体
注
記
の
種
類
が
『
類
東
名
義
抄
』
と
異
な
る
も
の

(
例
)
「
灰
」
字

姻
字
句

の
異
体
字
に
対
応
す
る
『
龍
畠
手
鑑
」

(
例
)
「
扇
」
字
(
訴
ま

⑧
晶
子

H

『
類
東
名
義
抄
」

(
名
、
仏
上
二
・

4
)

(
龍
、
四
回
オ
1

(
名
、
法
下
一

O
九
・

6
)

の
字
体
に
字
体
注
記
が
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の

(
龍
、
七
時
オ
7
)

(
名
、
僧
上
七
四
・

3
)

-
①
の
「
字
体
注
記
の
種
類
が
『
類
東
名
義
抄
」
と
共
通
す
る
も
の
」
は
、

A
と
C
に
属
す
る
全
て
の
用
例
で
あ
る
。
-
②
の
「
字
体

注
記
の
種
類
が
『
類
東
名
義
抄
」
と
異
な
る
も
の
」
は
、

B
と
D
に
属
す
る
用
例
の
中
で
二
辞
書
に
異
な
る
字
体
注
記
が
記
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
日
の
「
字
体
注
記
が
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の
」
は

B
と
D
に
属
す
る
用
例
の
中
で
『
龍
金
子
鑑
」
に
字
体
注
記
が
記

さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

、
「
類
緊
名
義
抄
』
と
「
龍
寵
手
鑑
」
の
漢
字
字
体
の
比
較

観
智
院
本
『
類
東
名
義
抄
」
と
『
龍
畠
手
鑑
」

の
記
載
内
容
の
関
係
の
分
類
項
目
ご
と
の
用
例
数
は
次
の
表
1
の
通
り
で
あ
る
。

(
O印
は
対
応
す
る
字
体
、
同
じ
異
体
字
注
記
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
×
印
は
対
応
す
る
字
体
、
同
じ
異
体
字
注
記
が
な
い
こ
と
を
示
す
0
)

『
類
東
名
義
抄
」
の
正
字
、
異
体
字
、
異
体
字
注
記
に
対
応
す
る
記
載
が
『
龍
岳
手
鑑
」
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の

(A)
は
、
全
体
の
四
%

観
智
院
本
「
類
緊
名
義
抄
』
と
「
龍
命
手
鑑
』
の
正
字
・
異
体
字
の
記
載
の
比
較

五



銭

合

f'¥ 
70 一.

I-，; ~l 

げ.

yζ 

五

(表
1
)
観
智
院
本
「
類
緊
名
義
抄
」
に
対
応
す
る
「
龍
高
手
鑑
』
の
記
載
内
容

E D C B A 
項分
目類

× × × O O 正
J仁E1h 二.-'壬， 

× O O O O t本

計
ヲ，..二. 

記異

× × O × O の体子，ょ一・

種類注

用

七 五 四 i7U 
数Ji、J¥ ムノ、一 O 

J¥ 四 九 一 例

害リ

O 一
ぷ口与

O 四 ムノ、九 J¥ % 

を
占
め
る
四

O
三
例
で
あ
る
。
ま
た
『
類
緊
名
義
抄
』
の
異
体
字
と
対
応
す
る
記
載
が
『
龍
岳
手
鑑
」
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の

(
A
、
B
、
C
、

D
)
は
、
全
体
の
侃
%
を
占
め
る
一
五

O
四
例
で
あ
る
。

部
首
別
の
用
例
数
は
表
2
に
示
す
。

部
首
別
に
見
る
と
、
共
通
性
の
強
い

A
の
用
例
数
が
多
い
も
の
は
順
に
、
口
部
(
八
五
例
)
、
人
部
(
三

O
例
)
、
雑
部
(
一
二
例
)
、
「
部
ご

七
例
)
、
肉
部
(
一
六
例
)
で
あ
る
。
逆
に
、
共
通
性
の
な
い

E
の
用
例
数
が
多
い
も
の
は
順
に
、
雑
部
(
一

O
三
例
)
、
手
部
(
四
六
例
)
、
州

部
(
三
八
例
)
、
日
部
(
三
五
例
)
、
水
部
(
三
二
例
)
で
あ
る
。

A
の
用
例
数
の
割
合
は
、
口
部
で
は
一
九
八
例
中
八
五
例
(
日
%
)
、
「
部
で

も
四

O
例
中
一
七
例
(
必
%
)
と
半
数
近
く
を
占
め
る
が
、
一
方
、
州
部
で
は
五

O
例
中

O
例
(
0
%
)
、
木
部
で
も
四

O
例
中

O
例
(
0
%
)

と
全
く
A
の
用
例
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
漢
字
の
部
首
に
よ
っ
て
、
『
類
東
名
義
抄
」
の
異
体
字
と
対
応
す
る
記
載
が

「
龍
命
手
鑑
』

に
記
さ
れ
て
い
る
割
合
が
大
き
く
異
な
る
。



観智院本『類緊名義抄』に対応する『龍嘉手鑑』の記載内容

巻番号 部首 AIB CID E全用例数

81 州 01 1 0111138 50 

82 竹 11 4 01 51 9 19 

83 力 。。 01 11 2 3 

僧 84 万 11 2 71 21 5 17 

85 羽 。l01 11 0 2 

上 86 毛 41 1 01 21 2 9 

87 食 21 1 61 41 1 14 

88 金 2117 4120115 58 

89 ど主 21 0 11 21 4 9 

ω爪 。。 01 21 1 3 

91 悶 111 01 01 3 5 

92 皿 01 1 01 51 1 7 

93 瓦 21 0 。。。 2 

94 缶 01 2 11 01 1 4 

95 弓 01 1 01 21 4 7 

96 方 。。 01 11 3 4 

僧 97 矢 21 0 01 11 0 3 

98 斤 11 0 11 01 0 2 

99 矛 11 0 01 01 1 2 

100 :J(; 。。 31 11 0 4 

101 欠 。l01 21 3 6 

102 ヌ 。。 01 21 0 2 

103 支 11 4 01 41 4 13 

中 104 )t 。I31 01 5 9 

105 皮 21 0 31 21 1 8 

106 革 101 2 11 41 0 17 

107 fi; 11 0 01 01 0 

108 車 01 1 21 11 2 6 

109 羊 01 1 01 01 2 3 

110 馬 11 0 31 21 9 15 

III 鳥 31 0 01 1110 14 

112 住 111 11 21 0 5 

113 魚 31 1 01 21 0 6 

114 虫 01 2 3111118 34 

1自115 鼠 。。。110 l 

116 屯 11 1 01 11 2 5 

117 鬼 41 1 41 11 2 12 

下 118 風 31 1 31 71 2 16 

119 酉 21 2 51 61 8 23 

120 雑 勾日空 14138 1031 192 

巻番号 部首 AIB CID E全用例数

41 水 31 3 1114132 53 

42 i 1 0 21 0 31 0 5 

43 旦ロ 21 8 1123122 56 

法 44 足 121 5 191 91 7 52 

45 立 21 3 11 31 3 12 

46 旦 。。 01 11 0 

上 47 ト l41 0 11 0 6 

48 面 31 0 51 01 1 9 

49 歯 。。 11 01 0 

50 山 21 3 1115125 46 

51 石 21 0 01 91 3 14 

52 玉 31 6 91 91 9 36 

53 色 21 2 21 01 2 B 

法 54 邑 。。 01 01 0 。
55 阜 41 0 81 41 5 21 

56 土 11 6 01281 7 42 

中 57 iυ 41 7 7131126 75 1 

58 巾 。l01 01 3 4 

59 糸 01 2 61 3118 29 

60 衣 21 1 11 21 5 11 

61 耳t 31 3 61 31 8 23 

62 禾 11 6 0116113 36 

63 米 11 4 21 71 5 19 

64 。。。。l

65 r. 21 1 41 21 7 16 

66 勺 。。 01 01 0 。
67 穴 61 2 31 31 3 17 

法 68 雨 41 01 5 17 

69 門 91 3 81 61 2 28 

70 口 31 0 31 31 2 11 

「 01 3 01 3111 17 I 

72 尼 。。 01 01 3 3 

73 r 81 3 31 81 5 27 

下 74 鹿 。。 01 01 2 2 

75 f 171 0 101 61 7 40 

76 7j 41 3 81 71 1 23 

77 子 。l21 21 4 9 

78 斗 。。 01 01 0 。l

79 卓 。。 01 01 0 。
80 寸 。。。。。

(表 2)

巻番号 部首 AIB CID E全用例数

l 人 301 9 24116117 96 

2 行 111 11 01 1 4 

3 1 '-111 3 71 81 2 31 

仏 4 仁 。。 01 01 2 2 

5 走 91 1 11 31 2 16 

6 麦 21 0 01 11 3 6 

上 7 。。 01 21 4 6 

8 I I 0 。。 21 0 2 

9 十 01 2 01 21 2 6 

10 身 141 2 91 01 4 29 

11 耳 31 0 41 21 2 11 

12 女 21 1 31 71 3 16 

13 舌 11 0 01 01 0 

仏 14 口 851 9 60118 261 198 

15 目 201 3 5122 32 

16 鼻 。。 01 11 0 

中 17 見 11 0 11 31 2 7 

18 日 531 2 6135 51 

19 田 21 3 21 31 3 13 

20 肉 161 5 111 7121 ω 
21 舟 01 2 11 21 0 5 

22 骨 31 0 51 31 1 12 

23 角 。。 31 01 1 4 

仏 24 貝 41 1 41 11 3 13 

25 頁 41 0 41 21 3 13 

下 26 ;; 11 0 01 21 2 5 

27 Ej 21 1 31 11 0 7 

本 28 手 41 2 7123146 82 

29 木 01 4 31 8125 40 

30 犬 31 0 4111117 

31 牛 31 2 21 11 0 8 

32 片 01 1 01 21 2 5 

33 主 31 2 41 21 1 12 

仏 34 乙 。。 01 01 4 4 

JL 01 2 11 61 7 16 

下 36 ナト 11 0 。210 3 

37 J¥ 。l。110 2 

末 38 大 51 3 31 21 4 17 

39 火 101 1 91 41 7 31 

40 里 。。 01 4 01 

観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
と
『
龍
命
手
鑑
』
の
正
字
・
異
体
字
の
記
載
の
比
較

一
五
三



錦

合

時

代

語

以
下
に
用
例
の
一
部
を
示
す
。

A

『
龍
命
手
鑑
』
に
『
類
緊
名
義
抄
』
の
正
字
・
異
体
字
に
対
応
す
る
字
体
が
あ
り
、
異
体
字
注
記
の
種
類
も
一
致
す
る
も
の

圏
・
@

⑥
す
事

伺
吋
h
戸

圏
ι

⑧
体

⑧

ι国
+

「
知
」
字

「活や」{子

「壮提」{子

同
ム
料

輸ほ~曲

ω吋白
1

記
が
な
い
も
の

B

『
龍
畠
手
鑑
』
に
『
類
東
名
義
抄
』

の
正
字
・
異
体
字
に
対
応
す
る
字
体
が
あ
る
が
、
異
体
字
注
記
の
種
類
は
異
な
る
か
又
は
異
体
字
注

「
利
」
字

「
勇
」
字

「
作
」
字

-J1菅
rt

i
-⑪

晶
A
d

(一一議志〕
⑧，
EAe 

一時一一・・・

i
羽

⑧
動
令

研

究

一
日
ウ
5
)

(
名
、
仏
上
六
・

8
)

(
龍
、
六
5
オ
2

(
名
、
仏
下
本
一
五
・

1
)

(
龍
、
四
2
オ
9
)

(
名
、
仏
下
本
五
四
・

6
)

(龍、

一
却
オ
9

(
名
、
仏
上
七
・

1
)

、ドp
b
、

f

立
目

一
刊
オ
5

(
名
、
法
上
六
六
・

2

(
龍
、
八
日
オ
1

(
名
、
法
上
九
一
・

3
)

「
企
」
{
子

「
雅
」
字

「
須
」
字

「
的
」
字

「
甲
」
字

「
路
」
字

⑥;兎)⑫:経;:(@:守号、j

事ま:事手晶

一
五
四

(龍、

一
お
ウ
1

(
名
、
仏
上
一
六
・
4

(
龍
、
八
却
オ
5

(
名
、
仏
下
本
二
五
・

7
)

(
龍
、
八
日
ウ
3

(
名
、
法
上
三
七
・

4
)

(
龍
、
七
灯
オ
2

(
名
、
仏
中
八
七
・

8

(
龍
、
八
7
ウ
3

(
名
、
法
上
八
七
・
1

(
龍
、
二

8
オ
1
)

(
名
、
法
上
一
一

0
・
4
)



C

『
龍
畠
手
鑑
」
に
『
類
東
名
義
抄
』
の
異
体
字
に
対
応
す
る
字
体
が
あ
り
、
異
体
字
注
記
の
種
類
も
一
致
す
る
も
の

「

切

略

・

(

龍

、

「

漁

」

字

めJ

晶手
鍋
争

縄自ト

「
向
」
字

「
防
」
字

「
趣
」
字

い
も
の

D

『
龍
畠
手
鑑
」
に
『
類
緊
名
義
抄
』

の
異
体
字
に
対
応
す
る
字
体
が
あ
る
が
、
異
体
字
注
記
の
種
類
は
異
な
る
か
又
は
異
体
字
注
記
が
な

「
肖
」
字

「
文
」
字

「
桔
」
字

⑧
争

(む〕・・・

⑧
争

(一渚)
⑧
ぇ
事

一
泊
オ
8
)

(
名
、
仏
上
九
・

2
)

龍
、
五
日
刊
オ
8

(
名
、
仏
中
三
・

2
)

(
龍
、
七
泣
ウ
1

(
名
、
仏
中
二
三

7
8
)

(龍、

一
切
オ

3

「
難
」
字

養

字

「
地
」
字

「
長
」
字

一一寸

官
'---
rよ ψ

チ

観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
と
『
龍
愈
手
鑑
』
の
正
字
・
異
体
字
の
記
載
の
比
較

(
名
、
仏
上
二

0
・
6
)

(
龍
、
三
回
オ
8
)

(
名
、
仏
下
本
三
二
・

2
)

(
龍
、
四
叫
オ
4

(
名
、
法
中
五
五
・

2
)

⑧⑨⑧舎を~~
寄季:守

⑧⑫⑧孫⑧翠

舎: 号~(友i寺争
: 

(龍、

19 
オ
10 

(
名
、
仏
上
二
四
・

6
)

(
龍
、
四
刀
ウ
5

(
名
、
仏
中
三
六
・

8
)

(
龍
、
八
3
ウ
8
)

(
名
、
法
上
八
三
・

7
)

(
龍
、
八
お
オ
9
)

(
名
、
仏
上
五
二
・

6
)

(
龍
、
四
回
オ
7

(
名
、
法
上
三

0
・
7
)

(
龍
、
八
刊
オ
8

(
名
、
法
下
六
四
・

6

一
五
五



鎌

合

時

代

三五
日日

研

究

一
五
六

四
、
『
類
緊
名
義
抄
」
と
「
龍
高
手
鑑
』
の
記
載
形
式
の
比
較

観
知
日
院
本
「
類
東
名
義
抄
』
の

[
O
*口
字
]
形
式
に
対
応
す
る
『
龍
金
手
鑑
」
の
記
載
形
式
の
分
類
項
目
ご
と
の
用
例
数
は
次
の
表
3
の

通
り
で
あ
る
。

(表
3
)
観
智
院
本
「
類
緊
名
義
抄
』
に
対
応
す
る
「
龍
富
手
鑑
」
の
記
載
形
式

A A A A A 分
類
項

E d c b a 
目

メEk3 

そ 口 O O O 
の '‘ * 合

他 O 正
円 円宇 記

'ー
作Il 載

計
形
式

四 一 例数用一O 一 O 四
ムノ、四 J¥ 例一

割A 

O ムノ、
O 四 J¥ ←ノL、O % 

一一

二
辞
書
の
記
載
形
式
が
共
通
す
る
A
l
a
は
八
例
(
2
%
)
存
す
る
。

A
i
a
の
字
体
注
記
の
種
類
は
八
例
中
七
例
が
「
古
文
(
古
こ
で
あ
る
。

A
l
b
が
最
も
多
く
、
全
体
の
的
%
を
占
め
る
二
四
二
例
で
あ
る
。

A
l
b
は
、
見
出
し
字
の
音
を
示
し
て
い
る
注
記
で
あ
る
が
、
同
時
に
正

字
を
示
す
注
記
と
し
て
と
ら
え
た
。

以
下
に
用
例
の
一
部
を
示
す
。

A 

a 

見
出
し
字
に
異
体
字
、
割
り
書
き
に
異
体
字
注
記
と
正
字
が

[
*
口
字
]
形
式
で
記
さ
れ
る
も
の



「
起
」
字

「
固
」
字

⑧

争

⑧
e

争ずω一日み
(
龍
、
八
回
ウ
4
)

(
名
、
仏
上
六

0
・
6

(
龍
、
三
位
ウ
3

(
名
、
法
下
八
三
・

7
)

「
政
」
字

見
出
し
字
に
異
体
字
、
割
り
書
き
に
異
体
字
注
記
と
正
字
が

(龍、

一
泊
オ
2

A 

b 

「
廻
」
字

「
動
」
字

何
切
れ

ぬ
加
古
固

⑧
争
す

⑮
雪
国

⑩
、
歯
す

(
名
、
仏
上
一
四
・

8
)

(
龍
、
六
1
ウ
6
)

(
名
、
仏
中
八
二
・

5

(
龍
、
四
7
オ
9
)

(
名
、
仏
下
本
八
二
・

1
)

「
船
」
字

見
出
し
字
に
異
体
字
、
割
り
書
き
に
異
体
字
注
記
と
正
字
が

(
龍
、
七
担
ウ
8
)

A 

C 

「
能
…
」
{
子

⑩
・
五
歯

⑧
毒

-v

⑨
五
色

⑥
舎

(
名
、
仏
中
一
一
一
五
・

4
)

(
龍
、
五
臼
オ
4

(
名
、
仏
下
本
一
三
三
・

2
)

「
戦
」
字

「
星
」
{
子

官官

「
話
」
字

[
女
音
口
]
形
式
で
記
さ
れ
る
も
の

「
性
」
字

「
多
」
字

@
白
文
色

⑧
晶
亨

働相十
納
町
村
「

(
龍
、
五
乃
ウ
6

(
名
、
法
上
九
七
・

2
)

(
龍
、
三
日
ウ
9

(
名
、
僧
下
九
八
・

4
)

ヘ白邑、ー、
F
h
d

ト
4

、F
d

〆
立
目

Fノ

P
O
日
d
F
4

(
名
、
仏
中
二
六
・

1
)

(
龍
、
四
町
ウ
6

(
名
、
仏
下
末
四
二
・

2
)

(
龍
、
八
万
ウ
9
)

(
名
、
僧
下
六
九
・

2
)

[
*
:
・
正
作
口
]
形
式
で
記
さ
れ
る
も
の

「
晶
」
字

「
棄
」
字

観
智
院
本
『
類
家
名
義
抄
』
と
『
龍
命
手
鑑
』
の
正
字
・
異
体
字
の
記
載
の
比
較

て官
(
龍
、
八
幻
ウ
9
)

(
名
、
仏
下
本
二
六
・

2
)

(
龍
、
八
日
ウ
2
)

(
名
、
仏
下
末
二
四
・

4
)

一
五
七
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⑮
体
旦
歯

@
S
T
 

「
哲
」
字

見
出
し
字
に
正
字
、
同
行
に
異
体
字
、
割
り
書
き
に
[
*
]
と
異
体
字
注
記
が
記
さ
れ
る
も
の

A 

d 

「
頂
」
字

A 

e 

そ
の
他

「
密
T

」{子

⑧
守
歪

A
出

⑧，写す
圏
⑧
俗

⑧

AF 
瞬時一

⑨

色

ぇ

⑧
晶

o
f

龍
、
七
日
ウ
l

「一扉」{子

(
名
、
法
中
一
七
・
2
)

(
龍
、
四
回
ウ
5
)

「
嬰
」
字

(
名
、
仏
中
五

0
・
3
)

ヘ
白
F
U

、

1
、
ハ
リ
匂
ノ
ミ
J

r
立
H
N
F
'
'
η
F白

d
'
'
f
、‘

「
規
」
字

(
名
、
仏
下
本
二
二
・

6
)

(
龍
、
四
円
ウ
1

「
慢
」
字

(
名
、
仏
中
五
六
・

8

玉
、
『
類
緊
名
義
抄
」
と
『
龍
寵
手
鑑
』
の
異
体
字
注
記
の
種
類
の
比
較

電圏⑧圏
⑧事@F

i
 一

五
八

(
龍
、
二
泣
オ
9

(
名
、
法
下
七
八
・

1
)

(
龍
、
三
日
オ
1

(
名
、
仏
中
一
一
二
・
3
)

(
龍
、
六
1
オ
3

(
名
、
僧
中
三
二
・

1
)

(
龍
、
八
凶
オ
叩

(
名
、
仏
下
本
二
九
・

6
)

観
智
院
本
『
類
東
名
義
抄
』
の
異
体
字
注
記
に
対
応
す
る
『
龍
命
手
鑑
』
の
字
体
注
記
の
種
類
は
次
頁
の
表
4
の
通
り
で
あ
る
。

異
体
字
注
記
が
共
通
す
る
も
の

(
I
)
が
日
%
と
半
数
を
占
め
る
。
『
龍
命
手
鑑
』
の
字
体
に
何
ら
か
の
字
体
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の

の
中
で
は
、
異
体
字
注
記
が
共
通
す
る
も
の

(
I
①
)
が
回
%
(
九
一
一
一
例
中
七
六
四
例
)
と
大
半
を
占
め
る
。

ま
た
、
二
辞
書
の
字
体
注
記
の
種
類
は
、
具
体
的
に
は
次
頁
の
表
5
の
通
り
で
あ
る

(
I
①
、
-
②
の
用
例
九
二
一
例
の
字
体
注
記
)
。

(
日
)

共
通
す
る
異
体
字
注
記
の
種
類
は
、
「
俗
」
が
七
二
三
例
、
「
古
」
が
二
三
例
、
「
或
」
が
一
六
例
、
「
又
」
が
一
例
、
「
語
文
」
が
一
例
で
あ

り
、
合
計
七
六
四
例
中
「
俗
」
が
何
%
を
占
め
る
。
共
通
す
る
異
体
字
注
記
の
中
に
は
「
古
」
、
「
或
」
と
い
う
少
数
派
の
字
体
注
記
も
存
す
る
。

(
I
①、

I
②
)



(表
4
)
観
智
院
本
『
類
家
名
義
抄
』
の
異
体
字
注
記
に
対
応
す
る
『
龍
富
手
鑑
』
の
字
体
注
記
の
種
類

II 項分 l
② ① 日類

体異
具合

体具
J仁5Ih 

体字ヲ{乙 字
在 注 注
Z己 記 言己 方
カま カf カT 法
な 異 共

計 しミ な 通
も る す
の も る

の も
の

一 例用 I 
五 五 七
O Ji、五 ムノ、 数

四 七 四 fJU 

割d口』 l 
O 五
O 九 O % 

(表
5
)
字
体
注
記
の
種
類

古 古 古 俗 俗 俗 俗 俗 俗 俗
衆抄」主名主

正 通 古 誤 3Ifi 古 正 或 同 俗
百「命E /¥ /¥ 

士ノt 、 1ノt、

通 illi 子
¥/ ¥./ 鑑

七
例JjJ 

数

七 O 四 fJリ

類

古 古 古 俗 俗 f谷 俗 俗 俗
」う戎杉名特P 

亦 亦 J留 苔 俗 f或谷 ナ文i宜
J-L 7 文

現鑑作手i 
同 文 通

亦

月j

例数

一 一 直L一

観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
と
「
龍
命
手
鑑
」
の
正
字
・
異
体
字
の
記
載
の
比
較

五
九
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代
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ノ、

O 

俗 {谷
俗通 通 通 メ-ky 語文 亦 亦 又 或 或 或 或 或

通 通

通 正 俗 正 俗 俗 チ留 メ-Sy、 同 又 古 正 俗 同 或
文 /¥ ノ¥

/¥ 共 1ノ上、

Iノt、 通 通
通

¥/ 、》〆

¥ノ

一一 四 五 七 七 ムノ、

俗通
俗

通 ~ λ ナ文Ii'l 亦 亦 或 或 或 或
通

古 亦 同 同 古 或 古 又
林子

富 メ-』7 

一 一

「
俗
」
が
二
辞
書
で
一
致
す
る
割
合
は
回
%
(
八
O
八
例
中
七
二
三
例
)
、
「
古
」
が
二
辞
書
で
一
致
す
る
割
合
は
回
%
(
二
八
例
中
二
三
例
)

と
一
致
す
る
例
が
大
半
を
占
め
る
。
し
か
し
、
「
或
」
は
幻
%
(
五
九
例
中
一
六
例
)
、
「
亦
(
又
こ
は
口
%
(
六
例
中
一
例
)
と
一
致
す
る
例
が

少
な
く
、
「
今
」
「
通
」
「
俗
通
」
は
全
く
一
致
す
る
例
が
な
い
。



以
下
に
用
例
の
一
部
を
示
す
。

① 

一一寸

主主

L一一

字

異
体
字
注
記
が
共
通
す
る
も
の

「
偶
」
字

② 

圏
寝

⑧
事

命
唱
え
凹

⑩
菌
す

異
体
字
注
記
が
異
な
る
も
の

「
偉
」
字

「
秋
山
」
字

六
、
ま

静止白
⑧
司
直

⑧
ぷ
捌
ナ

と

め

(
龍
、
四

η
ウ
叩
)

「
唐
」
字

⑧⑧l⑧圏

事占有曾十脅す
(
龍
、
四
刊
ウ
8

(
名
、
仏
中
五
八
・

7
)

(
龍
、
七
日
ウ
2
)

(
名
、
僧
中
七
七
・

4
)

(
龍
、
七
5
ウ
8
)

(
名
、
仏
下
本
二
一
五
・

5
)

(
龍
、
四
郎
オ
6

(
名
、
仏
下
末
四
四
・

5
)

観
智
院
本
「
類
東
名
義
抄
』
に

[
O
*口
字
]
形
式
で
記
載
さ
れ
た
正
字
と
異
体
字
を
「
龍
命
手
鑑
」
の
記
載
内
容
と
比
較
し
た
結
果
、
次

の
よ
う
に
共
通
点
が
多
く
見
ら
れ
た
。

ー
、
観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
』
の
正
字
、
異
体
字
、
異
体
字
注
記
の
全
て
に
対
応
す
る
記
載
が
『
龍
命
手
鑑
』
に
あ
る
も
の
が
全
用
例

の
二
割
近
く
存
す
る
。

(
名
、
仏
中
五
六
・

4

( 

龍、

一
却
オ
1
)

「
狩
」
字

観
知
日
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
と
『
龍
命
手
鑑
』
の
正
字
・
異
体
字
の
記
載
の
比
較

(
名
、
法
上
六
七
・

2

龍
、
三
却
オ
6

「
矩
」
字

(
名
、
仏
上
八
六
・

8
)

(
龍
、
七
2
オ
叩

「
盟
日
」
{
子

(
名
、
仏
下
本
一
一
一
七
・

3
)

ム

ノ、



鎌

合

時

代

三五
ロI-!

研

究

~ ノ、

2
、
観
智
院
本
『
類
東
名
義
抄
」

3
、
観
智
院
本
『
類
東
名
義
抄
」

の
異
体
字
と
対
応
す
る
字
体
が
『
龍
畠
手
鑑
』
に
あ
る
も
の
が
、
全
用
例
の
六
割
以
上
を
占
め
る
。

の

[
O
*口
字
]
形
式
と
全
く
同
じ
形
式
で
『
龍
金
手
鑑
』
に
同
じ
字
体
、
同
じ
異
体
字
注
記
が
記
さ
れ

て
い
る
も
の
が
少
数
例
な
が
ら
存
す
る
。

4
、
観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
」
の
正
字
、
異
体
字
、
異
体
字
注
記
の
全
て
に
対
応
す
る
記
載
が

『
龍
命
手
鑑
」
に
あ
る
も
の
の
中
で
、

『
類
緊
名
義
抄
』

の

[
O
*口
字
]
形
式
と
『
龍
岳
手
鑑
』

の

[
O
*音
口
]
形
式
が
対
応
し
て
い
る
も
の
が
六
割
を
占
め
る
。

[
O
*口

字
]
形
式
と

[
O主
日
「
」
]
形
式
と
は
、
見
出
し
字
が
異
体
字
で
あ
る
こ
と
、
割
り
書
き
の
中
で
正
字
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
「
正
」
と

い
う
注
記
を
記
し
て
い
な
い
こ
と
に
共
通
点
が
あ
る
。

5
、
観
智
院
本
「
類
東
名
義
抄
』
の
異
体
字
と
対
応
す
る
字
体
が

の
中
で
、
異
体
字
注
記
の
種
類
が
共
通
す
る
も
の
は
八
割
以
上
を
占
め
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
観
智
院
本
『
類
東
名
義
抄
」
の
編
者
が
、
『
龍
命
手
鑑
』
の
記
載
内
容
を
引
用
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
仏
典
の

音
義
書
『
龍
岳
手
鑑
』
に
記
さ
れ
て
い
る
異
体
字
は
、
仏
典
に
記
さ
れ
た
よ
り
多
く
の
漢
字
を
解
説
す
る
上
で
価
値
の
あ
る
情
報
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
漢
字
字
体
を
増
補
す
る
際
の
出
典
資
料
と
し
て
『
龍
命
手
鑑
』
が
採
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
図
書
寮
本
「
類
東
名
義
抄
』
は
観
智
院
本
「
類
東
名
義
抄
』
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
辞
書
で
あ
る
が
、
観
智
院
本
に

[
O
*口
字
]

形
式
で
記
載
さ
れ
た
正
字
、
異
体
字
、
異
体
字
注
記
が
、
図
書
寮
本
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
全
用
例
の

2
%
(
八
例
)
の
み
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
観
智
院
本
と
図
書
寮
本
と
は
共
通
す
る
例
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

[
O
*口
字
]
形
式
で
記
さ
れ
た
異
体
字
は
、
観
智
院
本
の
編
者

が
図
書
寮
本
の
編
纂
以
降
に
独
自
に
収
集
し
増
補
し
た
字
体
で
あ
る
と
い
え
る
。

『
龍
命
手
鑑
」
に
あ
り
、
何
ら
か
の
字
体
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の

」
れ
を
図
に
示
す
と
次
頁
の
よ
う
に
な
る
。

部
首
別
に
見
た
特
徴
と
し
て
は
、
二
辞
書
に
共
通
す
る
記
載
内
容
が
存
す
る
割
合
は
、
部
首
の
種
類
に
よ
っ
て
か
な
り
差
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
類
緊
名
義
抄
」

の

[
O
*口
字
]
形
式
の
内
部
に
お
い
て
も
何
ら
か
の
質
的
差
異
が
あ
る
と
考
え



(
図
)

観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
』
と
図
書
寮
本
「
類
緊
名
義
抄
」
と
『
龍
高
手
鑑
」
の
関
係

(

院

政

期

)

(

鎌

倉

時

代

)

図

書

寮

本

|

↓

観

智

院

本

『

類

東

名

義

抄

』

¥

『

類

東

名

義

抄

』

一

一

具

体

字

を

憎

補

『
龍
命
手
鑑
』

改
編

(
九
九
七
年
成
立
)

ら
れ
る
。

異
体
字
注
記
の
種
類
は
、
「
俗
」
が
一
致
す
る
例
が
最
も
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
『
類
東
名
義
抄
』
『
龍
命
手
鑑
』
共
に
異
体
字
注
記
の
中
で

「
俗
」
が
使
用
さ
れ
る
割
合
が
最
も
高
い
た
め
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
『
類
東
名
義
抄
』
の

[
O
*ロ
エ
形
式
と
『
龍
命
手
鑑
』
の

[
O
*育
口
]
形
式
の
共

通
性
に
つ
い
て
、
全
巻
を
通
し
て
共
通
す
る
用
例
数
を
数
値
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
『
類
東
名
義
抄
」
の

[
O
*口
字
]
形
式
と

全
く
共
通
す
る
形
式
が
存
す
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
二
辞
書
の
共
通
性
を
よ
り
確
実
に
証
明
で
き
た
。

今
後
は
、
観
智
院
本
「
類
東
名
義
抄
」
の
他
の
記
載
形
式
で
記
さ
れ
た
字
体
に
つ
い
て
も
『
龍
命
手
鑑
」
と
比
較
調
査
し
、
二
辞
書
の
記

載
内
容
の
共
通
性
を
示
し
た
い
。
ま
た
、
『
龍
岳
手
鑑
』
の
異
本
や
『
類
衆
名
義
抄
」
の
異
本
に
お
い
て
も
同
様
の
類
似
が
見
出
さ
れ
る
か
ど

う
か
確
か
め
た
い
。

、迂(
1
)
字
体
と
は
、
点
画
の
つ
な
が
り
や
曲
折
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
文
字
の
骨
組
み
の
こ
と
で
あ
る
。
文
字
の
大
き
き
ゃ
線
の
太
さ
等
の
個
別
的
な
要
素

は
取
り
除
く
。

観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
』
と
「
龍
命
手
鑑
」
の
正
字
・
異
体
字
の
記
載
の
比
較

--L. 
ノ、
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四

(
2
)

目
先
作
字
と
は
、
白
川
H

院
本
『
類
茨
名
義
抄
』
に
お
い
て
、
正
字
と
同
音
同
義
で
あ
る
が
、
字
体
の
異
な
る
漢
字
の
こ
と
で
あ
る
。

(
3
)

字
体
に
閃
し
て
、
玉
(
『
玉
筒
」
)
、
説
文
(
『
説
文
解
字
』
)
等
、
出
血
(
名
を
記
す
注
記
も
あ
る
。

(
4
)

同
語
学
会
中
国
四
国
支
部
第
四
十
一
回
大
会
(
一
九
九
五
年
十
一
月
)
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
』
の
漢
字
字
体
に
つ
い

て
|
|
字
体
注
記
の
純
一
刻
と
形
式
|
|
」
に
よ
っ
て
、
一
グ
ル
ー
プ
の
漢
字
の
字
数
、
正
字
・
異
体
字
の
掲
載
順
、
字
体
注
記
の
位
置
等
に
注
目
し
て
正
字
・

異
体
字
の
記
載
形
式
の
分
類
を
行
っ
た
結
果
、
上
位
十
二
種
類
の
形
式
に
よ
っ
て
全
体
の
印
%
が
占
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。

(
5
)

向
井
慎
吾
『
日
本
漢
字
学
史
』
(
明
治
書
院
、
一
九
三
四
年
)
、
杉
本
つ
と
む
「
〈
異
体
字
研
究
〉
と
『
干
禄
字
書
』
」
(
早
稲
田
日
本
語
研
究
2
、

一
九
九
四
年
三
月
)
を
参
照
し
た
。

(6)

貞
苅
伊
徳
「
日
本
の
辞
典
」
『
漢
字
講
座
2
漢
字
研
究
の
歩
み
』
(
明
治
書
院
、
一
九
八
九
年
)
よ
り
引
用
し
た
。

(
7
)
字
体
が
不
鮮
明
な
箇
所
は
、
天
理
図
書
館
善
本
叢
章
一
日
『
類
爽
名
義
抄
』
(
八
木
書
庄
、
一
九
七
六
年
)
の
影
印
本
を
利
用
し
た
。

(
8
)
『
龍
命
手
鑑
』
は
、
高
麗
版
が
現
存
本
中
最
も
古
い
版
本
で
遼
版
の
形
式
を
伝
え
る
と
言
わ
れ
る
が
、
完
本
で
は
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
、
朝
鮮

版
の
一
本
で
あ
る
内
閣
文
庫
所
蔵
本
の
影
印
を
使
用
し
た
。

(
9
)
[
O
*
口
字
]
形
式
に
お
い
て
、
見
出
し
字
の

O
が
異
体
字
、
割
り
書
き
の
口
が
正
字
を
示
す
こ
と
は
、
正
字
口
を
見
出
し
字
と
す
る
別
項
目
に

O

と
同
じ
異
体
字
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
で
き
る
。
次
に
例
を
一
不
す
。

(
例
)
「
況
」
字

B

z

p

:

(

名
、
法
上
四
六
・

6
)
:
:
:
「
況
」
は
俗
字
、
「
況
」
は
正
字

留

守

(

名

、

法

上

四

三

・

5
)

「
況
」
は
正
字
、
「
況
」
は
俗
字

(
叩
)
注
(
4
)
の
発
表
に
お
い
て
、

[
O
*
口
字
]
形
式
(
却
%
)
、
[
口
・

:
0
2
形
式
(
8
%
)
、

[
0・
:
口
正
]
形
式
(
7
%
)
の
順
に
用
例
数
が
多
い

こ
と
を
示
し
た
。

(
日
)
観
智
院
本
『
類
爽
名
義
抄
』
の
字
体
と
『
龍
命
手
鑑
』
の
字
体
が
完
全
に
一
致
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
『
類
爽
名
義
抄
」
の
正
字
・
異
体
字
の

関
係
と
『
龍
命
手
鑑
』
の
正
字
・
異
体
字
の
関
係
と
が
対
応
し
て
い
る
場
合
は
、
対
応
す
る
記
載
が
あ
る
と
判
断
し
た
。
次
の
例
の
よ
う
に
『
龍
命

手
鑑
』
の
「
弓
」
と
『
類
緊
名
義
抄
』
の
「
方
」
は
一
致
し
て
い
な
い
が
、
割
り
書
き
の
中
の
漢
字
に
人
偏
を
加
え
た
も
の
が
見
出
し
字
で
あ
る
こ

と
は
共
通
し
て
い
る
場
合
、
対
応
す
る
字
体
が
あ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
た
。



(
例
)
「
張
」
字

山一脹

x

m

(

龍
、
一
幻
オ
1
)

⑧
A
場

予

(

名

、

仏

上

三

・

7
)

ま
た
、
異
体
字
注
記
の
種
類
は
、
「
或
」
と
「
或
作
」
、
「
古
」
と
「
古
文
」
の
よ
う
に
同
じ
部
分
が
あ
る
場
合
は
、
異
体
字
注
記
の
種
類
は
対
応

し
て
い
る
と
判
断
し
た
。

(
口
)
杉
本
つ
と
む
編
「
異
体
字
研
究
資
料
集
成
別
巻
二
』
(
雄
山
問
、
一
九
七
五
年
)
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
「
龍
命
手
鑑
』
の

[
O
*背
口
]
形
式
に
お

け
る

O
字
と
口
字
は
、
異
本
の
注
記
形
式
と
の
比
較
に
よ
り
、
「
同
音
ゆ
え
通
用
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
解
釈
の
可
能
性
を
与
え
て
く
れ
る
」

と
あ
る
。

(
日
)
語
文
は
来
日
体
の
名
称
で
あ
る
が
、
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
の
中
で
は
字
体
の
違
い
を
一
示
す
た
め
の
注
記
で
あ
る
と
と
ら
え
た
。

(
M
)

注
(
4
)
の
発
表
に
お
い
て
、
字
体
注
記
の
種
類
は
、
「
俗
」
(
判
%
)
、
「
正
」
(
却
%
)
、
「
或
」
(
ロ
%
)
、
「
今
」
(
8
%
)
、
「
通
」
(
3
%
)
、
「
古
」

(
3
%
)
、
「
同
」
(
2
%
)
の
順
に
用
例
数
が
多
い
こ
と
を
示
し
た
。
な
お
、
西
原
一
幸
「
改
編
本
系
「
類
緊
名
義
抄
』
・
「
龍
命
手
鑑
』
に
み
え
る

「
或
」
お
よ
び
「
或
作
」
の
字
体
注
記
に
つ
い
て
」
(
「
日
本
語
論
究
2
古
典
日
本
語
と
辞
書
』
和
泉
南
口
院
、
一
九
九
二
年
十
月
)
で
は
、
「
或
」
注

記
の
用
法
に
つ
い
て
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。

(
日
)
吉
田
金
彦
「
図
書
寮
本
類
緊
名
義
抄
出
血
(
孜
」
(
訓
点
語
と
訓
点
資
料
2
、
一
九
五
四
年
八
月
)
に
は
図
書
寮
本
『
類
表
名
義
抄
」
の
出
血
(
に
『
一

切
教
音
義
』
、
『
法
華
経
音
義
』
の
よ
う
に
仏
典
の
音
義
吉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
図
書
察
本
『
類
衆
名
義
抄
』
の
残
巻
の
水
、

7
、
言
、
立
、
豆
、
山
、
石
、
玉
、
邑
、
阜
、
土
、
心
、
巾
、
糸
、
衣
の
部
首
に
つ
い
て
、
観
智
院

本
『
類
昭
次
名
義
抄
』
の
四
六
三
例
と
比
較
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
の
法
上
、
法
中
に
あ
た
る
(
た
だ
し
、
面
、
歯
、
色

の
部
首
は
図
書
寮
本
に
記
載
が
な
い
た
め
除
く
)
。

観
智
院
本
「
類
衆
名
義
抄
』
に

[
O
*口
千
]
形
式
で
記
載
さ
れ
た
正
字
、
異
体
字
、
異
体
字
注
記
が
、
図
書
寮
本
に
記
さ
れ
て
い
る
八
例
の
中

で
、
五
例
は
『
干
禄
字
書
』
、
二
例
は
『
玄
応
一
切
教
音
義
』
を
出
血
(
と
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
一
例
は
出
典
が
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
ら
は
『
龍
命
手
鑑
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
。

観
智
院
本
『
類
取
水
名
義
抄
』
と
『
龍
命
手
鑑
』
の
正
字
・
異
体
字
の
記
裁
の
比
較

一
六
五


